
　

東
松
島
市
で
働
く
知
人
に
、
マ
ス
ク
の
寄

付
と
、
民
間
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
申
し
込
み
に
行
っ
た
。

　

東
松
島
で
は
千
人
以
上
が
死
亡
、
行
方
不

明
者
数
百
人
。
１
階
天
井
ま
で
浸
水
、
土
台

ご
と
家
が
流
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
数
。

　

民
家
の
土
砂
と
流
木
、
瓦
礫
の
撤
去
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
業
で
、
安
全
な
作
業
で
は

無
く
、保
険
を
掛
け
て
か
ら
の
作
業
で
あ
る
。

　
　

　

４
月
28
日
夕
刻
に
出
発
、
29
日
の
朝
、
宮

城
県 

東
松
島
市 
鹿
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
に
到

着
し
た
。
早
速
、
八
木
市
議
会
議
員
に
「
マ

ス
ク
３
万
５
千
枚
」
を
手
渡
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
は
29
日
30
日
と
行
い
、
５
月
１

日
に
被
災
地
を
離
れ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
瓦
礫
の
撤
去
作
業
。

窓
に
流
木
が
突
き
刺
さ
っ
て
い
た
り
、
家
屋

内
は
ヘ
ド
ロ
が
1
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
溜
ま
っ

て
い
た
。
天
井
近
く
ま
で
津
波
の
跡
が
残
っ

て
い
る
。
ヘ
ド
ロ
の
悪
臭
と
戦
い
な
が
ら
か

き
だ
し
た
。
次
は
表
に
出
て
、
瓦
礫
と
流
木

の
除
去
作
業
だ
。

　

道
路
の
整
備
は
自
衛
隊
。
道
端
の
瓦
礫
は

市
が
整
備
す
る
。
被
災
し
た
家
の
瓦
礫
は
道

端
ま
で
住
人
が
運
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

１
人
だ
と
な
に
も
で
き
な
い
。
途
方
に
暮
れ

る
し
か
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

家
、
仕
事
、
家
族
を
亡
く
し
て
、
夢
も
希

望
も
な
い
人
た
ち
が
、
わ
れ
わ
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」

と
言
い
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て
く
れ

る
。
何
を
言
え
ば
い
い
の
か
？　

言
葉
が
出

な
か
っ
た
。　

　

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
次
回
は
公
私
と
も
に
、
み
ん

な
に
呼
び
か
け
た
い
。　

被災地 東松島市へ
マスク35,000枚運搬とボランティア活動
フォト レポート 2011.4/28～5/1
松浦社長と松浦制作部統括

避難所

保険は無料でボランティア全員が
加入書カードが必要。

マスク 35,000 枚寄付　八木議員と松浦社長

校舎には天井近くまで津
波が押し寄せた跡が付い
ていた。

作業は硝子や瓦礫で手を切ることが多い、一緒にボラン
ティアをしている数名が怪我をした。消毒は何回もおこ
なった。

チェーンソーが役に立った。窓に刺さっている
流木は運べないので、切断して撤去した。

古い家は土台からながされ、新しい家が何件か残っている。
道路は整備されているが、両脇の瓦礫は放置されたままだ。
瓦礫の整備撤去は申し込み順になっている。

最初は 1日では片付かないと思っていたが、人間のパワーは素
晴らしいと思った。みんなで協力しあえばできるものだ。
私自身パワーをもらった。

ともにボランティア活動を行った仲間たち 42 名と犬１匹。
みんなの顔は疲れているはずなのに、表情に爽快感があった。

２日目は農家での清掃作業。瓦礫を集めて出す。

寄付

キレイに片付いた

▲ ▲

▲
2500枚入り14ケース

松浦制作部統括松浦社長


